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《《国民生活・産業への貢献国民生活・産業への貢献》》

1970年 1980年 現在1990年 2000年

第１期 第２期

【事例１】ハードディスクドライブの小型化・大容量化の限界を
突破する垂直磁気記録技術

【【事例１事例１】】ハードディスクドライブの小型化・大容量化の限界をハードディスクドライブの小型化・大容量化の限界を
突破する垂直磁気記録技術突破する垂直磁気記録技術

１９7６年
発明

（東北大学 岩崎教授）

●

超先端電子技術開発促進事業
（１９９５～２００１年度）約６０億円

●

２００５年
製品流通予定

●

地域コンソーシアム研究開発事業
（１９９８～２０００年度）約４億円

ナノ機能合成技術プロジェクト
（２００１～２００５年度）約１４億円

（大学等、科学研究費補助
金等による様々な研究）

・ハードディスクドライブの小型化・
大容量化に貢献（情報家電、IT、
医療分野） 等。

・小型による電力消費量の削減、
小型電子機器、モバイル機器利
用による利便性向上。

・既存の面内記録方式は限界
（１５０Gビット/in2）があるため、

今後、垂直磁気記録技術方式へ
転換されると予測される。

・ハードディスク売り上げ台数予測
年間６億台以上（２０１０年）
市場規模 ３．３～６兆円

（出典）インフォメーションテクノロジー総合研究所

１

世界をリードする我が国の研究成果
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・高機能光デバイス、新たな発光ガラ
ス、高強度ガラス 等

・市場規模
導波路、光回路（２０１０～１５年）：

約１兆円
電子メディア（２０１５年）：

約１０００億円

《《国民生活・産業への貢献国民生活・産業への貢献》》

1970年 1980年 現在1990年 2000年

第１期 第２期

【事例２】情報通信等に貢献する新たなガラスの開発
（平尾京都大学教授等の成果）

【【事例２事例２】】情報通信等情報通信等にに貢献する貢献する新たなガラスの開発新たなガラスの開発
（平尾京都大学教授等の成果）

（大学等による様々な研究）

産業技術研究開発事業
（２００１～２００５年度）約３０億円

出典 ＮＥＤＯ

戦略的創造研究推進事業
（１９９４～１９９９年度）約１８億円

国際共同研究
（１９９９～２００４年度）約７億円

高機能光デバイス

高強度ガラス

発光ガラス

２
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１９６７年
光に反応する物質の研究
「本多・藤嶋効果」の発見

地域結集型共同研究事業
（１９９８～２００３年度）約１３億円

課題設定型産業技術開発費助成事業
（２００３～２００５年度）約１５億円

・セルフ・クリーニング・タイル、車のド
アミラーの防曇、建物の外壁冷却
効果 等

・市場規模
国内：約５００億円
海外：約１５０億円 （０４年３月）

・２０１０年までに２，０００億円以上
の市場拡大が期待される。

・省エネ効果（２０１０年）：
原油換算４２万ｋｌ／年

出典 ＮＥＤＯ

（大学等、科学研究費補助
金等による様々な研究）

●

1970年 1980年 現在1990年 2000年

第１期 第２期

《《国民生活・産業への貢献国民生活・産業への貢献》》

光触媒の機能を活用した例
（左：タイル、右：住宅）

【事例３】光のエネルギーで物質を分解する触媒【【事例３事例３】】光のエネルギーで物質を分解する触媒光のエネルギーで物質を分解する触媒

３
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《《国民生活・産業への貢献国民生活・産業への貢献》》

1970年 1980年 現在1990年 2000年

第１期 第２期

【事例４】新しいがん治療方法【【事例４事例４】】新しいがん治療方法新しいがん治療方法

１９９３年
放射線医学総合研究所
新型治療装置完成

共同利用研究

●

高度先進医療の承認
（２００３年）

・重粒子線がん治療装置（ＨＩＭＡＣ）
の治療への応用 等。

・従来では手術不能であったがん患
者2,371名を治療（平成17年8月ま

で）。

出典 （独）放射線医学総合研究所

４
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基礎研究１
（発見的･独創的･学問的）

（死の谷など） 死の谷など

研究開発の進展とイノベーション研究開発の進展とイノベーション研究開発の進展とイノベーション

大学

楽

研
究
者
・
技
術
者
の
苦
楽

苦

大学、企業
（産学共同）

（大学、）企業
（産学共同）

約25年

基礎研究２

事業化開発
（マーケティング，

事業化戦略，量産技術開発）

事業化段階

５
※吉田健一氏（住友電工）「科学技術政策シンポジウム」（05/10/17）資料をもとに阿部修正
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基礎研究→イノベーション基礎研究→イノベーション基礎研究→イノベーション

• 適切な時期に、適切な規模のサポート
（ex.科学研究費補助金、JST、NEDOなど）

• 法律・税制、規制緩和、制度等の環境整備

• 適切な時期に、適切な規模のサポート
（ex.科学研究費補助金、JST、NEDOなど）

• 法律・税制、規制緩和、制度等の環境整備

大学等における発明・発見から、死の谷を
越え、イノベーションの創出に向けて

大学等における発明・発見から、死の谷を
越え、イノベーションの創出に向けて

６

官（政府）の果たす役割官（政府）の果たす役割官（政府）の果たす役割


